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海外で泳ぐ
鈴木雅光
1κokUS∂〃in
　私が学生だった頃には誰も言わなかったことを今の学生は言う　「国際人
になりたい」と．彼らはわけもなく国際人という言葉が好きである」1．これ
には様々な理由があるであろうが、本稿では英語学習者と国際人に限って述
べてみよう．
　埼玉県にある公立高校に模擬講義で出かけたとき、そこの進路担当者に「大
学案内にはどこの大学も留学とパソコンのことしか書いていない」と言われ
たJ確かに大学の入学案内には留学とパソコンについて大きなスペースが割
かれている．そして、そこには国際人という言葉が踊っている（もっとも高
校の案内も似たようなものであるが）。そして×概英語を操れるようになる
ことが、国際人になることだという結論につながっているようである。国際
的に活躍する人は×抵英語が操れる．従って、英語＝国際人となる．tこの短
絡的な考え方が×方の学生の意見であろう、
　Keene（1985）に納められているCa〃ulie　Japanese　Be（・otne　Ti’ue　Cosmopolitans　？’
と題する興味深いエッセイの中に、次のことが述べられている。
If　a　Japanese　wished　to　beconle　a　kokuscii．ノiil　he　wil］be　helped　by　the　knowledge
of　foreign　languages」t　is　possible．　howeven　to　be　aたoぬ’∫‘’ヴ〃7　even　without　such
knowledge　because　there　are　now　quite　a　few　non－Japanese　who　speak　Japanese．
（もし日本人がわたμぷαり～〃になりたいと願うなら、外国語の知識によって助けら
れるであろう、しかしながらそのような知識なしにkokitsai7iiiになるのは可能で
ある。なぜなら今やH本語を話すかなり多くのU本人でない人がいるからである）
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　英語を話せなくとも日本語を話す外国人との交流で国際人になれるという
のである　しかし実感としては、そのように感じることは少ないように思え
る．英語を話す人は無数にいるが、H本語を話す人はごく限られている　残
念ながら、日本語はマイナーな言語にすぎない　海外旅行をしても、日本人
の観光客目当ての店ぐらいにしか、日本語を話す人はいないのが実状である
日本語での意志の疎通は不可能に近い．従って、せめて英語を操れないと、
外国文化を理解するのにはたきな障壁となる可能性がある。しかし、英語は
国際人になるために必要な手段ではない．
2　海外で泳ぐ
　英語を身に付けることは、国際人になるために必ずしも必要なことではな
い，なぜなら英語を話せなくても国際人と呼ばれている人はいるし、英語以
外の言語、例えばフランス語でも国際的な会議は通用しているからである．
また英語を話す英語圏の人々が、全て国際人とも思えないからである．むし
ろ、外国語を学ばない怠慢ゆえに、異文化を理解しない極めて狭量の人々が
多い国家もあるからである。
　しかし、世界の言語の中で英語が最も多く使われていることを考えると、
英語を学習することが、国際的に通用するための推奨条件であることには疑
いはない．英語（あるいはフランス語）を知らないと国際的に通用しない。従っ
て、国際人になるには影響力の大きい言語を習得することが×切な条件とな
る、スワヒリ語のnitakLtl）E）iidaを習ったとしても汎用性は極めて低い一それ
よりも英語のIwill　love　youなら汎用性はずっと高くなる
　Crystal（1997：53－54）によれば、英語は米国、英国、アイルランド、カナダ、
オーストラリア、ニュージーランドの六ヶ国が母語とし、シンガポール、イ
ンド、マラウイなどの数十ヶ国が第一一一言語にしているという．これは英語を
母語とする国の人口は約3億8．000万人、第二言語の人口は約3億人を意味
する．このように英語の使用人口は莫大なものがある
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　Reischauer（1980：64）は、‘”Language　is　a　fundamental　tool　in　international
relations．「「と述べ、日本人は国際間の接触において、　language　barrierがとん
なに重要なものか充分に認識していないことを指摘している．Rcischauerに
よると、国際的な舞台では通訳を介してコミュニケーションを取る人は、余
り重要視されないという．
　Reischauerの言っllLallguage　isafしmdamental　tooi　ill　illternational　i’elations，”
のLanguageは、　Englishと置き換えてもよい　しかし決してJapaneseとは
ならないのである・
　しばしば日本の英語教育は運用面で機能していないと非難される・その証
拠としてあげられるものに、日本人が英語の学習に多くの時問をかけている
わりには、コミュニケーションが下手であるというのがある．その原因とし
て様々なことが言われているが、英語がコミュニケーションのツールとして
教えられていないことが、×きな原因であるような気がする。
　日本の英語教育が、英語学習者のニーズに応えていないことに気付かず、
相変わらずの訳読式や受験のための英語になっている限り、たとえその効用
は×いに認めたとしても、英語がコミュニケーションのツールとして機能す
る可能性は低いttそのような教え方はコミュニケーション技術の習得を目指
していないからである／t
　コミュニケーションのツールとして機能するためには何が必要か、これが
日本の英語教育の問われている今日的課題である　言うべきことは全て出尽
くした感もあるが、はっきり言えることは、コミュニケーション技術を教え
ることと、特に重要なのは習ったことを使える場を提供してやることが必要
である、ということである　英語を使う環境にないところで、いくら英語を
学習しても効果がないのである．日本の中にいて英語をいくらやっても畳水
練と同じである．水のないところで泳ぐ訓練をしても、実際水に人ったら泳
げないのである、泳げるようになるにはとにかく水に入る必要がある．
　学んだことを使える場が提供されることが重要であると言っても、そのよ
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うな恵まれた環境は・一部の人しか利用できないであろうL，だから、自ら学ん
だ英語を実地で確かめる必要がある＝つまり、海外で泳ぐのである．そうす
ることによって、手間暇かけたわりには日常生活の些細なことが分からず、
失意に陥るかもしれない＝初めはほとんどがそうであろう一その失意があれ
ばこそ発奮するのである一実際確かめる方法としては、海外への旅、語学研
修、あるいは留学がある、
　数年前の夏、私が宿泊したスイスの山間部の宿の夫婦は、私には英語、隣
の客にはフランス語、その隣の客にはドイツ語で話しかけていた、彼らは別
に高等教育でこれらの言葉を勉強したわけでもなかろう．多人種が住み、多
言語が飛び交うスイスでの言語的接触の結果、身に付けたものであろう一イ
ンターラーケンの宿で見たテレビは、チャンネルが35もあり、ドイツ語、
スイス・ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語などが飛び交って
いた、日本語の衛星中継も映っていた、
　四周を海に囲まれほとんど言語的接触を持たない日本で、英語をいくら勉
強してもそれを実際試す場がほとんどないtt従って、コミュニケーション能
力が身に付かないt．海外への旅や留学はこれを可能にする機会を提供してく
れる，短期でも長期でもよい．なるべくなら長期がよいが、とにかく出かけ
ることだ「
3　留学で化ける
　留学は狭い視野を大きく広げてくれる最良の千段である＝私は留学生を送
り出す仕事を10年ほど経験した一留学の1士事は外国の教員、学生、ホーム
ステイ先の家族など、人と人とのコミュニケーションの場を提供してくれたz
人との交わりは心に変化をもたらす
　私は留学の仕事を手伝う前まで、一度も日本を出たことがなかったし、ま
た海外に目を向けることもなかった．海外留学制度を実施するために渋々視
察に出かけたのだが、この仕事をやり始めてから徐々に見方が変わり始めた、
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向こうからの留学生の世話をしないといけないので、まず彼らの国を理解し
ようと勉強を始めた、このような些細なきっかけで、仰々しく言うと、世界
観が変わるようなこともあるのだと思う、私が唯一気を付けたのは、外国か
ぶれにならないことだけであった、海外に一度くらい出かけただけで、その
国を全部知っているような気になっている人があまりにも多い
　留学から帰って来た学生にレポートを書いてもらった　レホートを書くこ
とによって、学生は留学の間に経験したことを客観化できるし、自己を冷静
に見つめ、次のステップを肯定的かつ建設的に考えることができる・次の例
はニュージーランドにある大学に、2ヶ月間英語研修に出掛けた学生の感想
である．
　他の国から来ている学生が、自分の意見を積極的に言うのには圧倒された、そ
のお陰で皆が負けじと沢山意見を言うようになった＝
　学生の強い主張やささいな意見を採り上げて、クラスで’体となって意見交換
をし合う姿には、強く感動し、教育の根本を見たような気さえした．
　帰国後、ニュージーランドは外国ではなく、私の母国である気がする。たっ
た2ヶ月であったが、毎口成長していた．今までの人生で最も充実していた気が
する，
　留学の仕方に注意が必要である．英語力を付けると称して、夏期休暇や春
期休暇に大学・高校でよく行われる語学研修のような（日本人30～40人の）
群れで海外に出かけ、そこに「「little　Tokyol’を作るような留学は、ほとんど
効果がないと知るべきだ，日本にいるのと同じ環境作りに、なぜわざわざ海
外に出かける必要があるのかcそこには留学の意味があるとは思えない、見
知らぬ国の人々に囲まれて英語を勉強するのが留学の本来の姿だtt同胞ばか
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りに囲まれて英語の力が⊥達するわけがない．
　留学はいいことばかりではない　毎年アメリカに留学する日本人は約4万
人とも言われる　そのうち成功するのはわずか3ハーセントという統計も
ある　力を付けるのはこれ程までに大変なことなのである、結論から言えば、
日本でやってだめなものは外国でもだめなのである　ただ外国でやる利点は、
違った環境に身を置くことによって「化ける」可能性があるということであ
る　日本でfヒける可能性がない人が、何らかの刺激によって、外国で大化け
する可能性があるということである。私はそのような学生を知っている　若
いときには、そのわずかな可能性に賭けることがあってもいいのではないか
　短×を出てアメリカの×学に編入し、人学院に行ったN子がいる／t短大時
代それほど目立つ存在ではなかったが、ホームページに彼女の執筆した英語
の論文が載っていた．達意の文章と優れた内容であった，大化けしたと言っ
ては彼女に失礼だが、環境が変われば大きく成長することもあるという好個
の見本である
4　群れない
　日本人は群れるのが習性のようである　集団行動（group　activity）は学校
や職場や旅行において顕著に現れる。西洋人の著作には日本人の”grOupii（集
団ノ群れ）のことが話題によく出てくる　例えば、Norbury（2003：4Dには、
次のように述べられている
　Because　the　voice　of　the　group－business、　family、　school，　and　social　groups
－is　more　Lmportant　than　that　of　EIIIY　one　individua1，　Japan　is　very　much　a　l「we「’
（9roupist）culture、
（集団一仕事、家族、学校、そして社会的集団一の声がいかなる　・人のf固人の声
よりも重要なので、日本はかなりの「我々」（集団）文化である）
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　StrOIlach（1992：8）によれば、日本人は仕事が終わると集団で出かけて行く
ことが多いが、アメリカ人は出かけるにしてもカップルや友人やあるいは一
人で行き、集団で出かけなければならないプレッシャーはほとんどないとい
う，
　集団行動は日本人の習性である一1970年代の高度成長期に、農協が東南
アジア各地に団体で旅行するのがはやった　彼らは’ワVρふρ一∫、〃1”あるいは
1「lil　Ag1・ic’Ilttltt’a～Cθ〃1）el’ativ・e”と揖1；楡された、今でも日本人の旅行スタイル
は集団が多い．それが西洋人には異様に映るらしいtt　Sheldon日985：409）の
小説に次のような描写がある．
　Agroup　of　Japanese　tourists　fiuttered　illto　the　salon．　chatter孟ng　like　a　fiock　of
exotic　birds．
（日本人旅行者の集団が、エキゾチックな鳥σ）群れのようにヒーチクハーチクさ
えずりながら、羽ばたきして展覧会場に人ってきた）
　Reischauerの（1980：31）にも“Some　people　feel　lhat　the　Japanese　are
especially　prone　to　the　herd　instinct．’1（日本人は特に群れ本能の傾向があると
感じる人もいる）とある，aflock　of　exotic　birds（エキゾチックな鳥の群れ）
もherd　insnllct（群れ本能）という描写も、日本人の特徴をうまく言い当て
ていると思う／コ海外に出かけると集団で歩いている日本人によく出会う，彼
らは慌ただしく観光地を羽ばたきしているようである、集団行動は個を押さ
えることになるので、個を重視する西洋人には理解できないということにな
る．
　旅はなるべく1人がよい、海外で全て1人でやらねばならないことには、
絶えず不安が付いて回るが、グループの旅と比較してみると、1人の方が収
穫は絶×であるtt旅先を自分で調べなければならない分、現地をまるごと知
ることができる．自由がきく．予定の変更が可能である、意のままに旅がで
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きる、それは1人旅だからである　あわせてコミュニケーション能力も向上
する一
　パッケージツアーは木を見て森を見ないようなものである＝パッケージツ
アーは老後の楽しみにはよいが、若者には似合わない　有名な遺跡には現地
の人は少なく、それも観光客ばかりである　有名なレストランに入るより、
現地の人が入りそうなレストランがよい，観光地から少し外れたところに出
かけよ。表通りよりは裏通りの方に意外な発見がある、ガイドブックを読め
ば、ほぼ分かるようなことをしに、わざわざ海外に出かけなくてもよいだろ
うというのが私の意見である，
5　現地の言葉を知る
　旅行は何も英語圏でなくてもよい。英語を話す人が英語圏以外にもたくさ
んいるからである。昨今は海外旅行は珍しいものではない，長い休暇中に、
その特権を活かして気軽に出かける学生がかなり多い、しかし、「WoXyo－
san”の旅とあまり変わっていない海外に出かけた学生にその様子を聞くが、
物見遊山の旅行の域を出ていないようだ・せっかく出かけたわりには豊かな
収穫というものがあまり感じられない／．／その原因は何か。
　ベーコン（1983：84－86）は、もし若者を短期間に旅行をさせ、わずかの間
に多くのものを得させようとするならば、「彼は出かける前に、その国の言
葉をいくらか覚えなければならない」「ある国に、その国の言葉をいくらも
覚えぬうちに、旅行する人は、学校へ行くようなものであって、旅行をする
のではない」と述べている．またエマソンも「訪れる国の言葉を覚えるまで
は、そこに行ってはならないそうでないとわざわざ自ら大きな赤ん坊になっ
てしまう一どうしようもなく滑けいな存在だ」「：．と述べている、このように、
出かける国の言葉を予め学んでいくことは、収穫ある旅をしようとするなら
ば、重要なことである、現地の言葉を知るということは、その国の人々と知
り合えるチャンスを獲得したということを意味する。有名な遺跡を見るのも
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旅の楽しみであるが、見知らぬ人々とコミュニケーションを取ることは、そ
れ以上の楽しみである　彼らは英語を知っていることが多いので、さらに彼
らの現地の言葉で少しコミュニケーションできれば、楽しみは増幅すると思
?
　数年前の夏、スイスのシュビーツから列車に乗った　途中から切り立った
崖が車窓に間近に迫り、その険しさと美しさに乗客が歓声を上げた　私も腰
を浮かしてその景色を見ようとすると、反対側に座っていたスイス人の男性
が「こっちの方が景色がよいから、こっちに座れ」と英語で言ったので、男
性のメiに席を変えた．絶景を眺めながら私はチャンスとばかり、男性に話し
かけた。勉強していったドイツ語を少々混ぜると、その男性は日本ではドイ
ツ語はいつから学ぶのかなどと聞いてきた．イタリアのミラノに通じる駅ブ
リークに着くまで約30分くらい話した．
　男性と私は同じ駅ブリークで降りた、男性に別れを告げてから、プラット
ホームで次の列車の時刻を確かめていた。ドイツ語とフランス語でしか書い
ていないので分かりづらい。すると先に行ったはずの男性が戻ってきて、調
べてくれた　車内での私のドイツ語の稚拙な内容から困っているとでも思っ
たのだろう
　些細なことだが、旅ではこのような親切や異国の人との触れ合いが、名所
旧跡を見るより何倍も嬉しいのである。七地の人と知り合うためには、ベー
コンの言うように、わずかでもいいからその土地の言葉を知ることが大事だ、
些細なコミュニケーションがやがて大きなコミュニケーションに発展するこ
ともあるt．
　海外に出かければそれなりのことをしなければならない．tそれには緊張感
が伴う・その緊張感が自分を刺激するものだと考えれば、海外の旅も収穫の
ある旅となろう．我が学科には英語の武者修行として海外を志す者が多い
自己を高める渡航にするために、海外での泳ぎ方を心得、ぜひ×きく化けて
ほしいと願っている、
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（注）
d）国際人という言葉はいささか古めかしくなっているので「地球市民」という
　　ような言．葉も使われるようになってきている
｛2）Crysta｜（2000；44）
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